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　クルリン と ほしぞらさんぽ   ７月号 

宇宙へのはじめの一歩 ! 

７月のほしぞらさんぽは１時間おそく 
　７月の午後８時では夜空が本当に暗くなる（天文薄明が終わる）には
まだ早いので、今月はほしぞらさんぽの開始は午後９時ということにします。 

七夕と天の川 
　七夕は「正月、ひな祭り、こどもの日、
七夕、お月見」と年に５つの節句の一つで
す。どの節句も現在の暦で行われています
が、七夕祭りは７月では実はだめなのです。
え～ ? ですか。 
　だって７月って梅雨のまっ最中ですよ。
そして星図を見ると、７月の初めには天の
川もベガもアルタイルも、まだ東の空で、
見にくいですよ。へんですね～。どうして

梅雨空で天の川を見ることになったの ? 　
おかしいなと思いませんか ?  
　それは150年ほど前、江戸時代から明治
に変わった時に「暦こよみ（カレンダー）」
が切り変えられて起きた不思議なのです。 
　150年以上前、江戸時代には別の暦こよみ

（太陰暦 : 月の動きをもとにするこよみで
旧暦きゅうれきと言われる）が使われていま
した。昔の暦＝旧暦の７月７日は現在の暦
だと８月になります（2026年では江戸時



代の暦の7月7日は８月19日にあたりま
す）。８月ならもう梅雨は明けています
し、天の川がほぼ南東の空から天頂に向
けて、見やすい位置にかかっていますか
ら、七夕まつりにはぴったりです（星空
の図を見てみましょう）。天の川が描か
れているでしょう 。だから「七夕」は古
い暦の日付でないと意味がないのです。　 

彦星ひこぼしと織姫星おりひめぼし 
　日本で古くからおり姫星と呼ばれていた
のはこと座のベガです。ベガは全天で21個
ある１等星の一つで 0.03等、１.0等より
も2.5倍も明るく、青白く輝く星です。太
陽系から25光年と近くにある星です。 
　彦星の方はわし座の１等星アルタイル
で、0.77等なのでベガよりも少しだけ暗い

ですね。地球からの距
離は16.7光年、おり
姫さんよりも地球に
近く、二つの星は17
光年はなれています。
光の速さで天の川を
飛んでも17年かかる
わけですから、七夕
の伝説は成り立ちま
せんね。七夕のお話
知っていますか？ 本
を探してぜひ読んでお
きましょう。 

夏の大三角 
　夏の大三角は８月に入ると天頂に近くな
るのですが、７月だとまだ空の東側にあり
ます。こと座のベガはかなり高くなってい
ますが、はくちょう座のデネブは低くて見
つけにくいかもしれません。こと座のベガ、

わし座のアルタイル、そしてはくちょう座
のデネブが作る大きな三角形を夏の大三角
と呼んでいます。 
　７月中の９時ごろですと、さそり座のア
ンタレスの左手側のかなり高い空にベガが
見えます。明るいのですぐに見つかるでしょ
う 
　七夕のお話には出てこないけれどはくちょ
う座のα星デネブ（その星座の中で一番明
るい星をα星と言います）は、７月には東
のやや低い空なのでちょっと見つけにくい
けれど、よく晴れていれば図のように夏の
大三角として見つけられますよ。距離は
1400光年、全天で21番目に明るい星です
が１等星の中では暗い方で、ベガやアルタ
イルと比べると、距離がぐんと遠いのでそ
の分暗く見えてしまいます。しっかり探し
てみましょう。 
　夏の大三角が見えているというこ
とは、さそり座も見えているは
ずですから、探してみましょ
う。南の低い空にある
はずです。さそり座の
α星アンタレ
ス（0.9等、距

離550光年）で
す。色は ? 　
かなり赤っぽ



く見えているでしょう。赤色超巨星と言わ
れる、大きな大きなお年寄りの星です。 
　星空の図を見てください。天の川が見え
ているはずですね。もちろん伊勢原の空は
街の明かりのために空が暗くならず、暗い
星の光は夜空の明るさにうもれてしまいま
すから、天の川は見えません。たとえ双眼
鏡を使っても、そこに星がいっぱいあるこ
とが分からないでしょうね。天の川は、夏
休みにどこか空が暗い場所に行った時に見
ることにしておきましょう。 

７月30日　みずがめ座流星群 
　７月30日から31日にかけて、みずがめ
座流星群が見られるはずです。この時期に
は４つも流星群が重なっているので、晴れ
ていれば見られるかも。でもあいにく月が
明るいので明るい流星しか見えないかもし
れません。流星群を見るときはくれぐれも
安全な場所で。 

東は夏の星空　では西の空は ? 
　南西の空には春の大三角が残っています。
星座早見盤で見てから実際の空で確かめま
しょう。春の大三角はうしかい座のアルク
トゥルス、おとめ座のスピカ、しし座のデ
ネボラでしたね。 
　ふりかえって北の空を見ると、おおぐま
座の北斗七星が見えていますよ。 

夏の星空に１等星はいくつ？ 
　晴れたらチャンスをのがさずにほしぞら
さんぽに出られるように、お父さん・お母
さんと相談して準備しておきましょう。ま
ず１等星がいくつあるか、実際に星空で数
えてみましょう。（１等星ならば伊勢原の

夜空でも必ず見えます。）７月25日の夜８
時の空で数えると、西の空にはうしかい座
のアークトゥルス、西の低いところにおと
め座のスピカ、真南の低いところにはさそ
り座のアンタレス、南東にはこと座のベガ、
わし座のアルタイル、はくちょう座のデネ
ブが見つかるでしょう。星座早見盤で確か
めながら数えましょう。 

星の等級のお話 
　マイナス2.7等ってどういうことでしょ
う ?　古代ギリシャの時代から、天文学者
たちは夜空の星を１等から６等までに明る
さで分けていました。真っ暗な空でやっと

﹅ ﹅ ﹅

見えるぐらいの暗い星を６等星、大きく見
える明るい星は１等星というように…。 
　江戸時代より前には月が出てない夜空は
完全にまっ暗だったのですから６等星もちゃ
んと見えていたのでしょうね。現代になっ
てその星の等級と明るさを精密に調べてみ
たら、５等星は６等星より2.5倍明るく、
４等星は５等星より2.5倍明るく、…１等
星は２等星よりも2.5倍明るいようになっ
ていることが分かりました（正確には
2.512倍）。１等星は６等星の100倍も明
るい星なのです。 
　この計算をもっと明るい方へのばして、
１等星よりも2.5倍明るい星は０等、０等



より2.5倍明るければ-１等（マイナス１とう）

とします。こうすれば、いくらでも明るい
方へ広げることができますね。ということ
で、満月の明るさは-12.7等、太陽はもっ
ともっと明るくて-26.7等とされていま
す。　ん ? 　…では暗い方へものばせるの
かな。６等星よりも７等星、８等星…なん
て？。 

望遠鏡は光を集める道具だよ 
　今の伊勢原の夜空では、肉眼で３等星が
見えるか見えないかで、４等星から６等星
は見えません。でも小さくても双眼鏡を使
うと暗い星（４、５等星）が見えてきます
し、口径５㎝の大きな双眼鏡ならもっと暗
い７等星ぐらいまでは見えるでしょう。口
径10㎝の望遠鏡だと空の条件によって違
いますが11等星ぐらいまでは見えるよう
です。 
　双眼鏡も望遠鏡もどうして暗い星が見え
るようになるのでしょう。肉眼で星を見て

いる時には、自分のひとみ（ 目の中央の
光が入る入り口）は直径がわずか７㎜しか
ありませんから、そこから入る光はわずか
です。でも、口径５cmの双眼鏡を使うと
直径５㎝（50㎜）の穴から入る光がレン
ズで集められて全部目に入りますから、肉
眼のおよそ50倍の星の光が入ることにな
ります。暗い星の光が50倍になって見える
わけですね。 
　肉眼では見えない暗い星の光でもたくさ
ん集められる、双眼鏡や望遠鏡は光を集め

る道具なのです。


